これ は 読者の ためで はなく 寧ろ 自分の 覚え書き の つ 

もりで 書いて 置く ので ある。 だが 読者に も 何等かの 参 

考 にならない とも 限らない。 自分 はこの 書 (自我 経) 

を 訳 了した 時にはなん となく 仕事ら しい 仕事 を 片付け 

たような 気がした。 他の 人から 見たら なんでもな いこ 

とか も 知れない が 自分 だけに は 意味が ありそうに 思わ 

れ たので ある。 

自分 は 十 年 も 前に 読み 始めた 本 を や つ と 今頃に な つ 

て 訳 了した ので ある。 翻訳の 意志 は 元来 此書を 読み 始 

めた 時から 萌して はいたが それ を 何時 始められ るか、 

又 何時 終わる か はまる で 見当が ついていなかった し、 



よし 訳した ところで 出版が 果して 可能で あるか 否か さ 

え 勿論 わからなかった ので ある。 それに この 難解な 書 

物 を 自分で よく 訳 了し 得る かどう かとい うこと も 頗る 

疑問であった。 今、 自分 は それでも 「やっと 片付けた」 

と 考える と 少し は 嬉しい ような 気持に もなる ので ある- 

自分 は - J れを 完全な 翻訳 だな どと 公言す る ， 」 と は 遠 

慮しょう。 なぜなら 重訳で ある 上に かなり 無理が 伴つ 

ている からで ある。 それ は 第一 僕 自身の カル チ ユアに 

原因して はいるが、 自分の 経済的 不如意が、 どうして 

も 落ちつい てこの 仕事 をさせる ようにし ないから であ 

る。 これ は 甚だ 無気力な 弁明で は あるが、 事実 は 如何 



とも 仕方がない。 自分 は 自分の 力 だけの ことしき や 出 

来ない の だから。 しかし どうかし てこの 書 を 一字一句 

余さずに 精読 (実際 自分の ような 「手から 口へ」 の 生 

活 者に は 翻訳で もす る 以外に はそんな 余裕 は 与えられ 

はしない) したいと いう 強い 気持が 自分に 元々 あった 

ために、 時々 起る 馬鹿々々 しいと いう 気持 を 幾度と な 

く 押え付けて、 やっと 漕ぎつ けた 次第な ので ある。 

僕 は 少年の 時分から 早く 世間の 苦労 を させられ たせ 

いか、 今 考えても 早熟な マセタ 不愉快な 少年だった。 

それに 体質が 元来 丈夫ではなかった から、 頗る 陰気で 

もあった —— 十一 ニニの 頃から 世の中と いう もの は あま 



リ 愉快な もの じ やない。 ィャ なと ころ だとい う 〔# 「い 

う」 は 底本で は 「いうう 匕 こと を泌々 頭の 中に 注ぎ込ま 

れた —— だから、 世間 並の 少年の ように 運動 や 遊戯 を 

あまり 好まなかった —— 黙って 一 人で なに か 考え こん 

でば かりいた。 学校へ 行く ことな ども 勿論、 あまり 好 

きではなかった。 従って 大方の 少年の 空想す るよう に、 

英雄 豪傑に なろうと か、 大 政治家に なろうと か、 そん 

な 希望 や 野心 を 抱いた こと は 一 度 もなかった —— 第 一 

「なに」 になろう などと いう こと も ハツ キリ 考えた こ 

と は 殆どな か つ た それなら どんな こと を 考えて い 

たかと いうと、 実に 考えても なんにも なりそう もない 



ことば かり を 考えて いた —— 「全体 世の中と いうの は 

なんで あるか？」 「人間と はなに か？」 「人間 は 全体 ど 

うしたら 一 番 よく 人と して 生きられる のか？」 「神と 

いうよう な 者 は 果して 存在して いるの だろう か？」 「な 

ん のために 人生 は 存在して いるの か？」 (等) —— つま 

りむず かしく いうと 「形而上学 的 要求」 という 奴 を やつ 

ていたの だ —— 僕の 十四 五 時分の 愛読書 (今でも 時々 

引っ張り出して 読む) が 「徒然 草」 であった こと を考 

えて 見ても 自分の その 頃の 心 持 は 略 か 察せられる。 そ 

れ から、 英語 を 習い 始めてから 学校で 「ユニオンの 第 

四 読本」 など を 教わって いるう ちに、 いつの 間に か 基 



督教 にか ぶれ 出して、 今迄 手に していた 文学の 書物 を 

悉く 棄 てて 宗教の 書物ば かり を 読む ようになった —— 

そんな 風で 十九 歳 頃まで は 基督教 信者だった —— しか 

し 自分の 理性が 次第に 目覚めて 知識 的 要求が 強くなる 

に 従って、 単純な 宗教で は 満足 出来 なくなって 来たと 

みえて、 手当 リ 次第に 色々 な 本 を 解らぬ ながら も 読ん 

でみ るよう になった —— その 頃、 日本の 精神的 生活に 

恐ろしい 革命が 起った —— つまり その 時代の ヤング 

ジ エネ レ— シ ヨンが 近代的 精神の 洗礼 を 受けた の だ I 

I それ は 今更 改めてい うまで もな く、 ナチュラリズム 

である。 この 精神が 日本の 青年に 与えた 影響 は 実に 甚 



大な ものである。 

僕 は 此処 で その 可否 を 論ずる ， J と はしば らく 失敬す 

るが、 つまり その 精神の 洗礼 を 受けなかった 連中 は、 

"Modem SpiriU に 取り残された 人な ので ある 〔# 「人 

なので ある」 は 底本で は 「人の なので ある 匕。 だから、 そ 

れ より 一 時代 後に 生まれた 若い 人達が 「所謂 自然主義 

前 派」 だったり などす るの はこれ 又 不思議で もなん で 

もない。 兎に角、 僕 は 幸か不幸か その 大きな 波 をく 

ぐって 来た こと だけ は 事実な ので ある。 それから ナ 

チュ ラ リズムに 対する 色々 な リア クシ ョ ンが 起った I 

I その 中で 最も 著し いのが 武者 小路 氏 を 中心とした 



「白樺 派」 のィ ディア リズムの 勃興で ある。 その 二 個 

の 精神の 争闘の 間に 抑圧せられ ながら も、 底流と して 

存在す る 別個の 精神に ロマンティシズムが ある。 更に 

最近に 於て 著しく 台頭して 来た ソシァ リズムの 精神 は 

遠く 明治 初年に 於け る 仏蘭西 学派に その 最初の 酵母 を 

有する が 如くに 思われる けれど、 少く とも 日本 現代に 

於け る それ は 基督教の ィ ディア リズム を 母と し、 ナ 

チ ユラ リズム を 父と する 一 種 不可思議な 奇形児で ある。 

彼 こそ はまこと に "：Romantic Spirit ガ の "Antipode 

ひ ntipsdesw である 

僕 は 自分の こと だけ を 話す つもりで、 思わず 横道に 



逸れた が、 しかし 僕の 心が それ 等の 諸 精神 の 影響 を受 

け、 それ 等の 諸 精神が 又 僕と いう 一個の 存在の 中で 

色々 と Dramatic Scene を 演じた こと も 事実で ある。 

とに 角 僕 は 時代精神の 潮流に 押し流されながら、 

色々 の 本 を 乱読した —— 文学の 書物 も 勿論 好きで は 

あつたが、 哲学め いた 本の 方に 興味が あった —— しか 

し、 その 頃 は 今から 見る と 所謂 単純だった から、 「こん 

どこ そ あの 本 を 読んで、 ほんとうに 『真理』 というよ 

うな もの を、 ハツ キリ 把みたい、 『宇宙の 謎』 というよ 

うな もの を 少しで もい いから 解決して みたい」 ？ 〔# 

「？」 は 底本で は、 力 ギカ ッコの 中に あつたの を 訂正〕 など 



ように ハツ キリと 説明され ている。 「なる 程」 と 思う 

ような 気持 はこの 本 を 読んで いる 間に 幾度と なく 味わ 

された。 そして やっと 自分が 安心す る ことが 出来る よ 

うな 気持に なって 来た。 「自己」 という 物の 本体 を ハツ 

キリ 自覚 させられ たので ある。 この 自覚 を 一切の 人間 

が 出発点に すれば、 一 番 まちが いないの だとい うこと 

がよく 呑み込めた 〔# 「呑み込めた」 は 底本で は 「呑め 込 

めた」〕。 

スチル ネル を 読んで から、 自分 は 哲学の 本 を 今迄と 

はまる でちが つ た 態度で 読む ようにな つ た。 つまり 他 

の 文学的 作品と 同じに 見る ようになった、 ロォ マンス 



を 読む と 同じ 気持で 読む ようにな つたので ある。 これ 

より 以前 聖書 はもう 自分に と つ て は 一 種の 古い ロォマ 

ンス のよう な ものであると 思われて いたが、 哲学の 本 

に はま だな にか 其処に 優れた 特別な 認識に よって 「真 

理」 というよ うな 手品の 種が 隠されて いるかの 如く 思 

いこんで いたの だが II その 迷夢が 一 朝に して 覚まさ 

れ たわけで ある。 

通常 スチル ネル を 攻撃す る 人 は、 スチル ネルが 一 切 

の 偶像 を 破壊した 後に、 遂に 「自我」 という 「偶像」 

を 立てた といって 非難す る。 なる 程、 そういえ ばそう 

だとい える かも 知れない。 しかし 彼 は 自分の 説く 「自 



我」 を フィヒテ 等の 所謂 「超絶 的 自我」 或は 又 仏教徒 

などの よく 口癖に する 「大 我」 というよ うな ものから- 

ハツ キリ 区別して、 各個 人の 内に 時々 刻々 動いて いる 

「血肉の この 刹那的 自我」 だとい うように 断って いる 

ところ を 見る と、 それ は 一定不変な もので はなく、 よ 

し、 それ を 「偶像」 に 祭 りあげた ところで、 各人 は そ 

の 内容 を 各自の 勝手 放題に 変化して ゆく ことが 出来る 

の だから、 一向 邪魔に はならない 「偶像」 である。 そ 

れに スチル ネル は 人間が 好んで 偶像 を 造り 出す ことに 

別段 反対 はして はいない。 要は、 その 「偶像」 を 創造 

者で あるかの 如く 思い込む こと を 戒めて いるので ある _ 



どころ のない 空漠た る ものである。 自我の 本体 は 各人 

が 自分で それ を 自覚す る —— つまり 悟る より 別段 手段 

も 方法 もない。 X 光線で も レントゲン でも 遂に 「自我」 

の 姿 を 透視す る こと は 不可能で ある。 

この 自覚の 境地 は 又なん となく 「本来の 面目」 を 云々 

する 禅門の 悟道の 境地と 似通って いる。 僕に は 仏教の 

知識が 殆ど 皆無と いっても いいが、 それでも ス チルネ 

ル を 読んだ 後 で 禅宗 の 経典な ど を 読む と 自分 だけに は 

容易に 理解 出来る ような 気がする ので ある。 少々 異 

なって はいるが 「創造的 虚無」 に 例の 「色 空」 という 

字 を 当てはめて 考えて みても いい。 ところで 仏教の 方 



自分に とって 無」 だからで ある。 

一寸 気付いた からといって 置く が スチル ネルの 「所 

有人」 (Eigner) という 言葉 は 彼 自身 の 発明で あるよう 

に 見える が、 「荘 子」 を 読む と (「荘 子」 は 又 僕の 昔 か 

らの 愛読書の 一 つで ある) 「独 有人」 という 言葉が 出て 

来る。 この 「独 有人」 という 言葉 を そのまま "Eigner, 

の 訳語と して 借用しても 差支え はなさ そうだ。 「独 有 

人」 と は どんな 人間 かとい うと 「 …… 能物レ 物。 明レ 

乎 一 レ物レ 物 者 一一 レ之非 物 也。 豈独治 一一 レ 天下 一而 己 哉。 

出 -ー 一入 六合 一。 遊レ乎 一一 レ 九州 一。 独往 独 来。 是謂 一一 レ 

独 有 一。 独 有 之 人。 是之謂 一一 レ至貴 一。」 



ニイ チェ は 「超人」 を 説いた。 スチル ネルに は 「超 

人」 の 要はなかった。 「超人」 は 「人間ら しい 人間」 「真 

人」 などと 同様、 スチル ネルに とって は 無用な 幻影で 

ある。 自分 は 「血肉の この 自分」 で 沢山で ある。 (仏教 

の 「即 身即 仏」 参照) 人 は 生まれながら その 人と して 

完全で ある、 その 人と して 生長し、 その 人と して 死ね 

ば それでい いので ある。 「真人間」 にも 「超人」 にも 「犬」 

にも 「仏」 にもなる 必要 もなければ 又 他から 「なれ」 

と いう 命令 を 受ける こと も 無用な ので ある。 

スチル ネル は その 生前に、 彼 自身の 哲学 を どの位 ま 

で 実生活の 上に 体現して いたか は 今 考えて みたところ 



人の 能力の 領分と を ハツ キリ 意識す る ことで ある。 そ 

して 見当ち がいな 真似 や、 余計な ォセッ カイ や、 無用 

な 自慢な ど を 相互に しなく なれば いいので ある。 「君 

は 君の 好きな こと を やり 給え、 僕 は 僕の 好きな こと を 

やる から」 である。 「君 は 何故 そんな こと を やる の 

か？」 「なんの ために やる のか？」 「そんな こと はやめ 

たらよ かろう」 「それ は 昔から 例がない」 「それ は 世間 

が 許さない」 「それ は 道徳的 じ やない」 (等) ではない 

ので ある。 

自分の 生きて ゆく 標準 を 他に 求めない ことで ある。 

人 は 各自 自分の 物 尺に よ つ て 生きよ と いうので ある。 



ロォ マンスと 見做しても よかろう。 或は 「自我」 を 極 

度に 高調した 哲学的 抒情詩 だとい つ て もい いか も 知れ 

ない。 ロォ マンス や 詩な どい う ものが 現実の 世界と 没 

交渉な どと 考える 人に はそう 考えさせて 置いても よろ 

しい。 まだ 色々 いいたい こと も あるが、 他の 機会に 譲 

る - とに する。 

二 九 ニー 年 九月 二十日) 



底本： 「辻 潤 著作 集 3 浮浪 漫語」 オリオン 出版社 

1970 (昭和 化) 年 3 月^日 初版 発行 

※表現のお かしい 箇所 は、 「辻 潤 選集 玉 川 新 明 編」 五 

月 書房、 1981 (昭和が) 年^ 月：： 日 初版 を 参照し 
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